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エンド型グレイン形状を採用し構造効率の向上を図ってい

る．また，着火方式は軽量化のために後方着火方式とした．

点火器は H-I ロケットの ABM ( Apogee Boost Motor ) で

採用したものと同じ方式で，ノズル周囲に円環状の点火薬

をコンパクトに内蔵したトロイダル型着火方式を採用する．

　3. 2. 3　電  気  系 ( 6 )

　ロケットの電気系の点検整備には，多くの時間と人員が

かかわっている．次期固体ロケットでは，ロケット搭載機

器の高度なヘルスモニタリングや自律点検機能および自律

故障診断機能を開発し，短時間で打上げが可能となるよう

に抜本的な運用性向上を図る．また，将来を見据えて，よ

り進んだ自律化のための多種多様な情報のやりとりやアビ

オニクス構成の柔軟な変更が図れるように，高速ネットワ

ーク化 （ エ度媒ｃ甶
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